
特定健康診査・特定保健指導の概要 
１ 特定健康診査とは 

 特定健康診査は、糖尿病等の生活習慣病の発症や重症化を予防することを目的として、メ
タボリックシンドロームに着目し、生活習慣を改善するための特定保健指導を必要とする者
を、的確に抽出するために行うもの。 
 

２ 特定健康診査とその他の健康診査について 

健康診査 対 象 者 根 拠 法 実 施 者  

特定健康診査 
40 歳～74 歳の者 
(被保険者及び被扶養者) 

高齢者医療確保法 医療保険者 義務 

健康診査 75 歳以上の者 高齢者医療確保法 
後期高齢者 
医療広域連合 

努力 
義務 

健康診査等 上記に該当しない者 健康増進法 
市町村の 
衛生担当部局 

努力 
義務 

生活機能評価 
65 歳以上の介護保険の第
1号被保険者 
（要介護者を除く） 

介護保険法 
介護保険者 
（市町村の 
介護担当部局） 

義務 

がん検診、肝炎ウ
イルス検診、骨粗
鬆症検診及び歯周
疾患検診 

 健康増進法 
市町村の 
衛生担当部局 

努力 
義務 

３ 労働安全衛生法に基づく事業者健診と特定健診の関係 

○ 労働安全衛生法に基づき事業者が実施する健診（以下、「事業者健診」という。）は、
事業者が実施義務を負う。 

○ 事業者健診の項目は、特定健診の基本的な健診項目については包含しているので、医
療保険者は、事業者から健診データが受領でき、特定健診において必要な項目につい
ての結果が得られたと判断できる場合には、特定健診を実施しなくてもよい。 

 

４ 特定保健指導とは 

 特定保健指導は、内臓脂肪型肥満に着目し、その要因となっている生活習慣を改善するた
めの保健指導を行うことにより、対象者が自らの生活習慣における課題を認識して行動変容
と自己管理を行なうとともに健康的な生活を維持することができるようになることを通じて、
糖尿病等の生活習慣病を予防することを目的とするもの。 
 実施対象者は健診結果、追加リスク等により、階層化される。 

追加リスク 対 象 
 腹 囲 

①血糖②脂質③血圧 
喫煙率 

40-64 歳 65-74 歳 
2 つ以上該当  

あり 
積極的 
支援 

≧85 ㎝（男性） 
≧90 ㎝（女性） 1 つ該当 

なし  

動機づけ 
支援 

3 つ該当  
あり 

積極的 
支援 

2 つ該当 
なし 

上記以外で 
BMI ≧25 

１つ該当 
 

 
動機づけ 
支援 

＊追加リスク＊ 
＜血糖＞ 
空腹時血糖：100mg/dl 以上 
HbA1c：5.2%以上 
＜脂質＞ 
中性脂肪：150mg/dl 以上 
HDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ：40mg/dl 未満 
＜血圧＞ 
収縮期 130mmHg 以上 
拡張期 86mmHg 以上 
※糖尿病・高血圧症・脂質異
常症の治療に係る薬剤を服
用している者を除く 
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